高等学校数学評価規準

0　対象学年、コース・類型、単位数、使用教科書

　　第１学年　　（　普通科　）型　　　（　　５　　）単位　　高等学校新編数学Ⅰ改訂版（啓林館）　　高等学校新編数学A改訂版（啓林館）

１　教科目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　教科目標


[image: image1]
　(2)　評価の観点及びその趣旨

	　数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的活動を通して、数学の論理や体系に関心をもつとともに、数学的な見方や考え方の良さを認識し、それらを事象の考察に積極的に活用しようとする。
	数学的活動を通して、数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り多面的・発展的に考える。
	事象を数学的に考察し、表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け、よりよく問題を解決する。
	数学における基本的な概念や原理・法則などについて理解し、知識を身に付けている。


２　数学Ⅰの目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　目標

(2)　評価の観点及びその趣旨

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的な活動を通して、方程式と不等式、２次関数及び図形と計量における考え方に関心をもつとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとする。
	数学的活動を通して、方程式と不等式、２次関数及び図形と計量における数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り多面的・発展的に考える。
	方程式と不等式、２次関数及び図形と計量において、事象を数学的に考察し、表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け、的確に問題を解決する。
	方程式と不等式、２次関数及び図形と計量における基本的な概念、原理・法則などを理解し、基礎的な知識を身に付けている。


３　数学Ⅰ：単元の内容、その評価規準及び具体例

(1) 単元の目標と内容、その評価規準
	単元名
	目標と内容
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第１章

方程式と不等式


	数を実数まで拡張することの意義を理解し、式の見方を豊かにするとともに、１次不等式及び２次方程式についての理解を深め、それらを活用できるようにする。

１　整式

２　実数

３　不等式

４　２次方程式
	数と式、１次不等式及び２次方程式に関心をもつとともに、それらを問題の解決に活用しようとする。
	数の範囲を拡張するとともに、式の見方を豊かにし、方程式や不等式について数学的に考察することができる。
	無理数の計算をしたり、数量の関係を式に表現し、的確に処理したりすることができる。
	数と式、１次不等式及び２次方程式について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第２章

２次関数


	　２次関数について理解し、関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認識するとともに、それを具体的な事象の考察や２次不等式を解くことなどに活用できるようにする。

１　関数とそのグラフ

２　２次関数の最大・最小

３　２次関数と２次方程式

４　２次関数と２次不等式
	２次関数とそのグラフや値の変化に関心をもつとともに、関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認識し、２次関数を活用しようとする。
	関数的な見方や考え方を身に付け、具体的な事象について関数を用いて考察することができる。
	関数を用いて数量の変化を表現し、関数の値の変化を調べることができる。
	２次関数とそのグラフ及び関数の値の変化について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第3章

図形と計量


	直角三角形における三角比の意味、それを鈍角まで拡張する意義及び図形の計量の基本的な性質について理解し、角の大きさなどを用いた計量の考えの有用性を認識するとともに、それらを具体的な事象の考察に活用できるようにする。

１　鋭角の三角比

２　鈍角の三角比

３　正弦定理と余弦定理

４　図形の計量
	角の大きさなどを用いた計量に関心をもつとともに、それらの有用性を認識し、具体的な事象の考察に活用しようとする。
	角の大きさなどを用いた計量を行うための数学的な見方や考え方を身に付け、具体的な事象を考察することができる。
	具体的な事象の数量の関係を三角比などを用いて表現し、図形のさまざまな計量を行うことができる。
	直角三角形における三角比の意味、三角比を鈍角まで拡張する意義及び図形の計量の基本的な性質を理解し、基礎的な知識を身に付けている。


(2)　指導計画と評価規準の具体例

	学期
	月
	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第１学期
	４～５
６

７
	第1章 方程式と不等式　　   [３６ ]

第１節　整式                 [１６ ]


	A

· 式の展開や因数分解などに関心をもち、目的に応じて式の変形をしようとする。


	A

· １つの文字に着目して整理したり、１つの文字に置き換えるなどの工夫をして、見通しをもって式を扱うことができる。


	A

· 指数法則、乗法公式や因数分解の公式などを用いて、式を変形することができる。


	A

· 指数法則、乗法公式や因数分解の公式の意味を説明することができる。



	
	
	第2章 
	B

· 式の展開や因数分解などの式の変形に関心をもち式の変形に取り組もうとする。

· 例題を参考にして、式の展開や因数分解の問題を解こうとする。


	B

· 問題を例題の数値変えとして捉え、例題の解き方に沿って式を変形していけばよいことがわかる。


	B

· 例題の解き方を参考にして、指数法則、乗法公式や因数分解の手順に沿って式を変形していくことができる。


	B

· 指数法則、乗法公式や因数分解の公式を使っての解き方を説明できる。

	
	
	第２節　実数                 [ ４   ]


	A

· 数の体系を実数まで拡張する意義に気づき、数を拡張していく過程に関心をもち、調べようとする。


	A

· 数を拡張してきた過程を考察することができる。

· 根号を含む式の計算について既習の計算法則が成り立ち、これをもとに計算をしていけばよいことがわかる。
	A

· 根号を含む数の四則計算ができる。

· 分母が無理数を含む式である分数の分母の有理化ができる。
	A

· 数を拡張した意味を説明することができる。

· 分母を有理化することの意味を説明することができる。

	
	
	
	B

· 数の体系を実数まで拡張したときの分類の仕方について関心を持ち、調べようとする。

· 例題を参考にして、根号を含む計算や分母の有理化の問題に取り組もうとする。
	B

· 数が分数で表示できる数とできない数があることに気づき、それによって数を有理数と無理数に分類できることがわかる。

· 例題を参考にして、根号を含む式の計算順序に沿って四則演算をおこなえばよいことに気づくことができることができる。
	B

· 数の体系を実数まで拡張したときの数の分類ができる。

· 簡単な根号を含む式の計算ができる。

· 分母が無理数である分母の有理化ができる。


	B

· 数の体系を実数まで拡張したときの分類の仕方を説明できる。

· 根号を含む式の計算の方法を説明できる。

· 分母の有理化の方法を説明できる。

	
	
	第３節　不等式　　　　　　　[ ６   ]　


	A

· 数量関係を不等式で表すことのよさを認識し、具体的な事象の考察に１次不等式を活用しようとする。


	A

· 不等式の性質を数直線で考察することができる。

· １次不等式を解く手順について考察することができる。


	A

· 数量の関係を１次不等式で表すことができる。

· 不等式の性質を用いて、１次不等式を解くことができる。

· １次不等式の解を数直線上に表すことができる。


	A

· 不等式の性質を説明することができる。

· １次不等式とその解の意味及び解を求める方法を説明することができる。



	
	
	
	B

· 数量関係を探しだし、その大小関係を不等式に表現しようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· 不等式の性質を具体的な数値を使って考察することができる。

· １次不等式を解く手順が等式を解く手順と類似していることに気づき、負の数で両辺を割るときのみ不等号の向きがかわることがわかる。
	B

· 例題の数値変えの問題に対して、例題を参考にしながら、１次不等式で表すことができる。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解くことができる。
	B

· 不等式の性質を具体的な数値を使って、説明することができる。

· １次不等式の解の求め方が説明できる。

	
	
	第４節　２次方程式　　　　　[ ７   ]
	A

· 一定の手続きで２次方程式の解を求めることのよさをとらえようとする。

· 具体的な事象の考察に２次方程式を活用しようとする。


	A

· 平方根の考えをもとに、２次方程式の解の公式を導き出す過程を考察することができる。

· 平方根の考え方をもとに、２次方程式を平方の形に変形して解く過程を考察することができる。
	A

· 因数分解を利用して２次方程式を解くことができる。

· 平方の形に変形して２次方程式を解くことができる。

· 解の公式を用いて２次方程式を解くことができる。
	A

· ２次方程式の解を求める方法を説明することができる。

	
	
	
	B

· 問題文から数量関係を探しだし、その数量関係を２次方程式に表現しようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· ａｂ＝０ならば、ａ＝０または、ｂ＝０であることをもとにして、２次方程式を因数分解による解法の考察をすることができる。

· 平方根を用いた２次方程式の解法の考察をすることができる。
	B

· ２乗の項の係数が１である２次方程式を因数分解で解くことができる。

· 平方根を用いた２次方程式の解が求めることができる。

· 問題文から、数量関係を２次方程式に表現することができる。
	B

· 因数分解を用いた２次方程式の解法を説明することができる。

· 平方根を用いた２次方程式の解法を説明できる。

	第

２
学期
	９～10

11

12


	第3章 ２次関数　　　　　　[ ２６ ]

第１節　関数とグラフ　　　　[１２]


	A

· 具体的な事象の中にあるいろいろな２つの数量の関係に関心をもち調べようとする。

· ２次関数とそのグラフについて関心をもち、調べようとする。

· 条件を標準形の式に代入し、２次関数の式を求めようとする。
	A

· ２つの数量の中から、２次関数で表されるものを見いだし、表、式、グラフなどを用いて考察することができる。

· ２次関数を標準形に直すことで放物線の軸と頂点が分かり、これをもとに２乗に比例する関数をかけばよいことがわかる。

· 条件を標準形の式に代入することで２次関数の式が求められることがわかる。
	A 
· ２次関数を標準形に直すことができる。

· 2次関数の式からそのグラフをかくことができる。

· 2次関数の式を平方完成し、頂点と軸を求めてグラフをかくことができる。

· 条件を標準形の式に代入することで２次関数の式が求められる。


	A

· 関数についての基本的な用語を説明することができる。

· ２次関数の一般式を標準形に直す方法を説明することができる。

· グラフの平行移動について説明することができる。
· 条件を満たす２次関数の式の求め方を説明できる。


	
	
	第4章 
	B

· ２つの数量関係を探しだし、その数量関係を式に表現しようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· ２つの数量関係を表、式、グラフなどに表し、既習の関数のグラフとの相違点を見つけることができる。

· ２乗の係数が１である２次関数を標準形に直すことで放物線の軸と頂点が分かり、これをもとに２乗に比例する関数のグラフをかけばよいことがわかる。


	B

· ２乗の係数が１である２次関数の式を標準形に直すことができる。

· ２乗の係数が１である２次関数を標準形に直すことで放物線の軸と頂点が分かり、これをもとに２乗に比例する関数のグラフがかける。

· ２次関数の表を作成し、対応する点をグラフに取ることができる。

· ２つの数量関係を式に表現することができる。


	B

· グラフの平行移動について、ｙ＝ａｘ２からのｘ軸、ｙ軸方向の移動量を指摘できる。

· ２乗の係数が１である２次関数を標準形に直すことで放物線の軸と頂点が分かり、これをもとに２乗に比例する関数をかけることが説明できる。



	
	
	第２節　２次関数の最大・最小　[ ５　]


	A

· 具体的な事象の考察に２次関数の最大・最小の考えを活用しようとする。

· 条件を標準形の式に代入し、２次関数の式を求めようとする。


	A

· 変数ｘの定義域がある場合とない場合についての値の変化の様子を、グラフを用いて考察することができる。

· 条件を標準形の式に代入することで２次関数の式が求められることがわかる。
	A

· 変数ｘの定義域がある場合とない場合についての２次関数の最大値・最小値を求めることができる。
· 条件を標準形の式に代入することで２次関数の式が求められる。
	A

· ２次関数の最大値・最小値とその求め方を説明することができる。

· 条件を満たす２次関数の式の求め方を説明できる。



	
	
	
	B

· 具体的な事象における最大・最小に関心をもち調べようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。
	B

· 変数ｘの定義域がある場合とない場合についての値の変化の様子を、グラフを用いて考察することができる。


	B

· 式から簡単なグラフと表を作成し、２次関数の最大値・最小値を求めることができる。


	B

· ２次関数の最大値・最小値とその求め方をグラフを使って説明することができる。



	
	
	第３節　２次関数と２次方程式　[ ４ ]


	A

· ２次関数と２次方程式の解との関わりに関心をもち、２次方程式の解を求めるのに積極的に活用しようとする。


	A

· ２次関数のグラフと２次方程式の解との関係を知り、２次方程式の解を２次関数のグラフに活用して考察することができる。


	A

· 判別式の値を求め、２次関数の解の個数を求めることができる。

· 判別式の値を求め、２次関数のグラフとｘ軸との位置関係を求めることができる。
	A

· ２次関数のグラフとｘ軸との位置関係を、判別式を使って説明することができる。

	
	
	
	B

· ２次関数と２次方程式の解との関わりに関心をもち調べようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。
	B

· ２次関数とｘ軸との共有点が、２次方程式の解であるという見方ができる。


	B

· ２次関数のｘ軸との共有点を２次方程式の解として求めることができる。

· ２次関数の一般式を標準形に直すことができる。


	B

· ２次方程式の解の意味をグラフを使って説明することができる。



	
	
	第４節　２次関数と２次不等式   [４ ]


	A

· ２次不等式の解に関心をもち、いろいろな２次不等式を解こうとする。

· ２次関数と２次不等式の解との関わりに関心をもち、２次不等式の解を求めるのに積極的に活用しようとする。


	A

· ２次不等式の解と２次関数のグラフとの関係を知り、２次不等式の解を２次関数のグラフを活用して考察することができる。


	A

· 判別式を用いて２次不等式の解の範囲が判断することができる。

· ２次不等式の解を求めることができる。

· ２次不等式の解をグラフ上で表すことができる。


	A

· ２次不等式の解の意味を説明することができる。

· ２次不等式の解と２次関数のグラフとの関係を説明することができる。

· ２次不等式の中には、解のないものがあることをグラフを使って説明することができる。

	
	
	
	B

· ２次関数と２次不等式の解との関わりに関心をもち、調べようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。
	B

· ２次不等式の解を求める方法が２次方程式の解を活用して求めることができることに気づくことができる。


	B

· ２次不等式の解の値を、２次方程式の解の値を活用して求めることができる。


	B

· ２次不等式を解く方法を説明することができる。




	第

３
学期
	１
２

３
	第3章 図形と計量         [ ２５]

第１節　鋭角の三角比       [ ６  ]


	A

· 三角比に関心をもち、図形の計量に活用しようとする。

· 三角比の相互関係に関心をもち、調べようとする。


	A

· 図形の相似の考え方を用いて、直角三角形の辺を角との関係でとらえることができる。

· 三角比の相互関係について考察することができる。


	A

· 直角三角形を用いて考えられる計量の問題を、三角比の記号を用いて表現し、処理することができる。

· 三角比の相互関係を用い、与えられた三角比の値から、残りの三角比の値を求めることができる。
	A

· タンジェント、サイン、コサインを直角三角形の辺の比と角との関係として説明することができる。

· 三角比の表の意味と使い方を説明することができる。

· 三角比の相互関係について説明することができる。

	
	
	第4章 
	B

· 三角比、三角比の相互関係に関心をもち、作図して調べようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· 相似な直角三角形において、角度の大きさによって２つの辺の比が決まってくるという見方ができる。


	B

· 直角三角形で三角比の値を求めることができる。

· 三角比の表を使って、三角比の値を求めることができる。

· 三角比の値から三角比の表を使って角度を求めることができる。


	B

· 直角三角形で三角比の値の求め方を説明できる。

· 三角比の表を使って、三角比の値を求める方法を説明できる。

· 三角比の値から三角比の表を使って角度を求めることを説明できる。

	
	
	第２節　鈍角の三角比        [ ６  ]


	A

· 三角比を鈍角に拡張することに関心をもち、調べようとする。


	A

· 三角比を鈍角までに拡張する過程を考察することができる。

· 三角方程式を解く過程を考察することができる。
	A

· 三角方程式の解を求めることができる。


	A

· 鈍角の三角比について説明することができる。

· 三角方程式の解の求め方を説明することができる。



	
	
	
	B

· 三角比を鈍角に拡張することに関心をもち、作図などに取り組み、調べようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· 鈍角においての三角比の定義が鋭角のときの定義と変わらないことに気がつく。

· 三角方程式は三角比の値から、グラフ上の半径１の円のｙ座標を考えればよいことに気がつく。


	B

· ９０°までの三角比を使って鈍角の三角比を求めることができる。

· グラフ上の半径１の円を用いて、簡単な三角方程式を解くことができる。


	B

· ９０°までの三角比を使って鈍角の三角比を求め方を説明できる。

· グラフ上の半径１の円を用いて、簡単な三角方程式を解く解き方を説明できる。



	
	
	第３節　正弦定理と余弦定理　[ ６  ]


	A

· 正弦定理や余弦定理などが図形の計量の考察に有用であることに気づき、活用しようとする。


	A

· 正弦定理や余弦定理を導き出す過程を考察することができる。


	A

· 三角形の決定条件が与えられたとき、三角形の残りの要素（辺や角度）を、正弦定理や余弦定理を用いて求めることができる。
	A

· 正弦定理を説明することができる。

· 余弦定理を説明することができる。



	
	
	
	B

· 正弦定理や余弦定理に関心をもち、作図して調べようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· 正弦定理や余弦定理を具体的な数値の入った図形を用いて考察することができる。

· 問題の与えられた条件に応じて、正弦定理を使うか余弦定理を使うかを判断することができる。

· 正弦定理や余弦定理の公式に当てはまる数値を的確に判断することができる。
	B

· 正弦定理や余弦定理の公式に当てはまる数値を的確に代入することができる。

· 代入した式を的確に計算することができる。
	B

· 正弦定理を、具体的な数値の入った図形を用いて説明することができる。

· 余弦定理を、具体的な数値の入った図形を用いて説明することができる。



	
	
	第４節　図形の計算　　　　　[ ７  ]


	A

· 三角形の面積を求める方法に関心を持ち、調べようとする。

· 相似な図形の相似比と面積比・体積比の関係に気づき、活用しようとする。

· 球の表面積や体積を求める方法に関心をもち、調べようとする。


	A

· 三角形の面積を実験や観察を通していろいろな方法で考察することができる。

· 多角形の面積は、三角形に分解することで求めることができることに気がつく。

· 相似な図形の面積比や体積比の関係を導き出す過程を考察することができる。

· 球の表面積や体積を、実験や観察を通していろいろな方法で考察することができる。


	A

· 三角形の面積の公式を用いて三角形の面積を求めることができる。

· 多角形の面積は、三角形に分解することで求めることができる。

· 相似な図形の面積比や体積比を対応する辺の長さから求め、最も簡単な整数値で表すことができる。

· 球の表面積や体積を求めることができる。


	A

· 三角形の面積の公式について図や文字を使って説明ができる。

· 相似な図形の面積比・体積比について図や文字を使って説明することができる。

· 球の表面積・体積の公式について図や文字を使って説明することができる。



	
	
	
	B

· 三角形の面積、相似な図形の相似比と面積比・体積比の関係、球の表面積や体積を求める方法に関心をもち、作図などを通して調べようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· 三角形の面積の公式に的確に当てはまる数値を判断できる。

· 多角形の面積は、三角形に分解できることに気がつく。

· 相似な図形の面積比や体積比の関係を相似比を利用して表せることに気がつく。

· 球の表面積や体積の公式に的確に当てはまる数値を判断できる。


	B

· 三角形の面積の公式に的確に代入することができる。

· 多角形の面積は、三角形に分解することができる。

· 相似な図形の面積比や体積比を対応する辺の長さから求めることができる。

· 球の表面積や体積の公式に的確に代入することができる。


	B

· 三角形の面積の求め方について具体的数値を使って説明ができる。

· 相似な図形の面積比・体積比の求め方を具体的な数値を使って説明することができる。

· 球の表面積・体積の求め方を具体的な数値を使って説明することができる。




４　数学Aの目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　目標

(2)　評価の観点及びその趣旨

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的な活動を通して、平面図形、集合と論理及び場合の数と確率における考え方に関心をもつとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとする。
	数学的活動を通して、平面図形、集合と論理及び場合の数と確率における数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り多面的・発展的に考える。
	平面図形、集合と論理及び場合の数と確率において、事象を数学的に考察し、表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け、的確に問題を解決する。
	平面図形、集合と論理及び場合の数と確率における基本的な概念、原理・法則などを理解し、基礎的な知識を身に付けている。


５　数学A：単元の内容、その評価規準及び具体例

　(1)　単元の目標と内容、その評価規準

	単元名
	目標と内容
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第１章

個数の処理


	　図表示などを用いて集合についての基本的な事項を理解するとともに、具体的な事象の考察などを通して、順列・組合せについて理解し、事象を数学的に考察することができるようにする。

１　集合

２　場合の数

３　順列

４　組合せ

５　２項定理
	集合や場合の数、順列、組合せに関心をもつとともに、統合的に見ることの有用性を認識し、活用しようとする。
	集合や場合の数、順列、組合せの見方や考え方を身に付け、具体的な事象について集合の考え方を用いて考察することができる。
	集合や場合の数、順列、組合せの考え方を用いて論理的に表現し、的確に処理することができる。
	集合や場合の数、順列、組合せについて理解し、基礎的な知識を身に付けている。


	第２章

確率


	具体的な事象の考察などを通して、確率について理解し、不確定な事象を数量的にとらえることの有用性を認識するとともに、事象を数学的に考察し処理できるようにする。
１　確率の意味

２　独立な試行

３　確率の計算

４　期待値
	確率に関心をもつとともに、不確定な事象を数量的にとらえることの有用性を認識し、具体的な事象の考察に活用しようとする。
	不確定な事象を数量的にとらえるための数学的な見方や考え方を身に付け、具体的な事象を考察することができる。
	具体的な事象を数学的に考察し、確率を用いて表現し処理できる。
	具体的な事象の考察などを通して、確率について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第３章

平面図形


	三角形や円などの基本的な図形の性質についての理解を深め、図形の見方を豊かにするとともに、図形の性質を論理的に考察し処理できるようにする。
１　三角形の性質

２　円の性質
	三角形の性質及び円の性質に関心をもつとともに、それらを問題の解決に活用しようとする。
	図形の性質の美しさを味わったり、図形を多角的にとらえたりするなど、その見方を豊かにし、三角形や円などの基本的な図形について数学的に考察することができる。
	図形の性質について見通しをもって論理的に表現し、的確に処理することができる。
	三角形の性質や円の性質など平面図形について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第４章

命題と論理
	集合についての基本的な事項を命題の考察に生かし、論理的な思考力を伸ばすことができるようにする。
１　命題と論理
	集合と命題や証明に関心をもつとともに、統合的に見ることの有用性を認識し、論理的な思考力を伸ばすことに活用しようとする。
	論理の見方や考え方を身に付け、具体的な事象についてと論理の考え方を用いて考察することができる。
	論理の考え方を用いて論理的に表現し、的確に処理することができる。
	命題と証明について理解し、基礎的な知識を身に付けている。


(2)　指導計画と評価規準の具体例

	学期
	月
	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第

１
学期
	４
５

６

７
	第１章　個数の処理         [２１ ]

第１節　集合          　　 [ ３  ]


	A

· 集合としての見方に興味、関心をもち、集合についての性質を進んで調べようとする。
	A

· 集合間の関係式をいろいろな事象に適用して考察することができる。
	A

· 具体的な事象について、集合を用いた表現をし、処理することができる。
	A

· 集合に関する基本的な用語や記号の意味を説明することができる。

	
	
	
	B

· 集合の具体的な事象を図で表そうとする。


	B

· 集合の関係を図で表現することにより関係式を考察することができる。
	B

· 具体的な事象について図で表現できる。


	B

· 集合に関する基本的な関係式を、図を用いて説明することができる。

	
	
	第２節　場合の数           [ ３  ]


	A

· 起こりうる場合を、落ちや重なりがないように求める方法について、工夫して調べようとする。
	A

· 場合の数の数え方について、筋道を立てて考察することができる。


	A

· 具体的な事象について、起こりうる場合を、和の法則や積の法則を使って場合の数を求めることができる。
	A

· 和の法則について説明することができる。

· 積の法則について説明することができる。

	
	
	
	B

· 起こりうる場合を、もれ落ちや重なりがないように数える方法について、工夫して調べようとする。


	B

· 起こりうる場合を樹形図や表を利用して、もれ落ちや重なりがないように一定の規則に従って書き出し、考察することができる。
	B

· 起こりうる場合を樹形図や表を利用して、もれ落ちや重なりがないように書き出し調べることができる。


	B

· 樹形図や表（数えあげの原則）を利用して場合の数を求める方法を説明することができる。



	
	
	第３節　順列       　　    [ ６  ]


	A

· 順列の考えに関心をもち、具体的な事象に活用しようとする。


	A

· 順列の基本的な考えをもとに、円順列、重複順列などを導き出す過程を考察することができる。
	A

· 具体的な事象で順列を用いた表現・処理ができる。


	A

· 順列の意味や記号、円順列、重複順列について説明することができる。



	
	
	
	B

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· 順列、円順列、重複順列等の並べ方の違いを考察することができる。

· 並べる順序を変えたものは、別のものと見ることができる。
	B

· 取り扱う数が少ない場合の順列、円順列、重複順列の数を求めることができる。


	B

· 具体的な例を使って、順列、円順列、重複順列について説明することができる。



	
	
	第４節　組合せ         　  [ ６  ]


	A

· 組合せの考えに関心をもち、具体的な事象に活用しようとする。


	A

· 組合せの基本的な考えをもとに、同じものを含む順列を導き出す過程を考察することができる。
	A

· 具体的な事象で組合せを用いた表現・処理ができる。


	A

· 組合せの意味や記号について説明することができる。



	
	
	
	B

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。
	B

· 並べる順序を考えないもの、「集合」として見ることができる。
	B

· 取り扱う数が少ない場面の組合せの数を求めることができる。
	B

· 具体的な例を使って、組合せについて説明することができる。

	
	
	第５節　２項定理            [ ３  ]


	A

· （ａ＋ｂ）ｎを展開したときの各項の係数が、組合せの考えを使って求められることに関心をもち、調べようとする。
	A

· 組合せの考えをもとに、二項定理を導き出す過程を考察することができる。


	A

· 二項定理を使って、比較的高次の（ａ＋ｂ）ｎを展開することができる。


	A

· 二項定理について説明することができる。



	
	
	
	B

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· 具体的にいくつかの展開式を使って、各項の係数が組合せの数と一致することに気づくことができる。


	B

· 二項定理を使って、比較的低い次数の（ａ＋ｂ）ｎを展開することができる。

· パスカルの三角形を使って、展開式を求めることができる。
	B

· 具体的にいくつかの展開式を使って、各項の係数が組合せの数と一致することを説明することができる。



	第

２
学期
	９～10
11
	第２章　確率           　    [ １７ ]

第１節　確率の意味           [ ７ ]


	A

· 身近な事象の起こりやすさを１つの数で表すことに興味・関心をもち、統計的な確率について実験や調査をして調べようとする。


	A

· 多数回の試行や実験の結果の表やグラフから、相対度数は一定の値に近づくことを見いだすことができる。

· 排反事象の確率や余事象の確率を導く過程を考察することができる。


	A

· 同様に確からしい場合の確率を求めることができる。

· 排反事象の確率や余事象の確率を用いて、確率を求めることができる。


	A

· 確率の意味と確率の基本性質を説明することができる。

· 排反事象の確率や余事象の確率について説明することができる。

· 確率で用いられる用語を説明することができる。

· 確率の定義を説明することができる。

	
	
	
	B

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· 起こりうるすべてのことがらが「同様に確からしい」として、場合の数を求め、確率を求めればよいことに気づくことができる。

· 排反事象の確率や余事象の確率について図などを使って捉えることができる。
	B

· 簡単な事象において、同様に確からしい場合の確率を求めることができる。

· 簡単な事象において、排反事象の確率や余事象の確率を用いて、確率を求めることができる。
	B

· 確率の意味や確率の定義を具体例を使って説明することができる。

· 排反事象の確率や余事象の確率について図などを使って説明することができる。



	
	
	第２節　独立な試行           [ ５ ]


	A

· 独立な試行の確率や反復試行の確率に関心をもち、具体的な事象で活用しようとする。
	A

· 独立な試行の確率や反復試行の確率を導く過程を考察することができる。
	A

· 独立な試行の確率や反復試行の確率を求めることができる。
	A

· 独立な試行や反復試行の確率について説明することができる。

	
	
	
	B

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。


	B

· 独立な試行の確率や反復試行の確率を求める式に的確に当てはまる数値を判断することができる。
	B

· 独立な試行の確率や反復試行の確率を求める式に的確に当てはまる数値を代入し、計算することができる。
	B

· 簡単な場合において、独立な試行の確率や反復試行の確率を求める方法について説明することができる。

	
	
	第３節　確率の計算          [ ３  ]


	A

· 数学的確率に興味・関心をもち、進んで確率を求めようとする。


	A

· 色々な事象の状況から、既習事項のどの場合に当てはまるか適切に判断することができる。
	A

· 既習事項の確率を求める方法を用いて、確率を求めることができる。


	A

· どの方法を使って確率を求めることができるのかを説明することができる。



	
	
	
	B

· 数学的確率に興味・関心をもち、調べようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。
	B

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら、既習事項のどの場合に当てはまるか判断することができる。
	B

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら、既習事項の確率を求める方法を用いて、確率を求めることができる。
	B

· 取り上げた事象について、どの方法を使って確率を求めることができるのかを説明することができる。



	
	
	第４節　期待値    　　      [ ２ ]


	A

· 期待値の考えに関心をもち、具体的な場面に活用しようとする。
	A

· 期待値を求める式を導き出す過程を考察することができる。
	A

· 具体的な事象について、期待値を正しく求めることができる。
	A

· 期待値について説明することができる。



	
	
	
	B

· 期待値の考えに関心をもち、期待値について調べようとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。
	B

· 期待値を求める式に的確に当てはまる数値を判断できる。


	B

· 期待値を求める式に的確に的確に当てはまる数値を代入し、計算することができる。


	B

· 期待値の求め方について具体的な例を挙げて説明することができる。




	第

３
学期
	12～１
１～２

３
	第３章　平面図形         　[ １３ ]

第１節　三角形の性質　     [ ６ ]


	A

· 三角形の内角の二等分線と辺の比、三角形の外角の二等分線と辺の比、三角形の重心、三角形の外心、三角形の内心に関心をもち、調べようとする。
	A

· 三角形の内角の二等分線と辺の比、三角形の外角の二等分線と辺の比、三角形の重心、三角形の外心、三角形の内心が導かれる過程を考察することができる。
	A

· 三角形の内角の二等分線と辺の比、三角形の外角の二等分線と辺の比、三角形の重心の性質、三角形の外心の性質、三角形の内心の性質を図形の証明に用いることができる。
	A

· 三角形の内角の二等分線と辺の比、三角形の外角の二等分線と辺の比、三角形の重心、三角形の外心、三角形の内心について説明することができる。

	
	
	
	B

· 三角形の内角の二等分線と辺の比、三角形の外角の二等分線と辺の比、三角形の重心、三角形の外心、三角形の内心に関心をもち、作図に取り組もうとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。
	B

· 具体的な数値をつかって作図された図形を使い、三角形の内角の二等分線と辺の比、三角形の外角の二等分線と辺の比、三角形の重心、三角形の外心、三角形の内心について考察することができる。


	B

· 三角形の重心、三角形の外心、三角形の内心を作図することができる。

· 三角形の内角の二等分線と辺の比、三角形の外角の二等分線と辺の比、三角形の重心の性質、三角形の外心の性質、三角形の内心の性質を図形の計量に用いることができる。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解くことができる。
	B

· 三角形の内角の二等分線と辺の比、三角形の外角の二等分線と辺の比、三角形の重心、三角形の外心、三角形の内心について図示することができる。



	
	
	第２節　円の性質　 　     [ ７  ]


	A

· 円周角の定理とその逆、円に内接する四角形、接弦定理、方べきの定理について関心をもち、調べようとする。


	A

· 円周角の定理とその逆、円に内接する四角形の性質と四角形が円に内接する条件、接弦定理、方べきの定理を導く過程を考察することができる。


	A

· 円周角の定理とその逆、円に内接する四角形、接弦定理、方べきの定理を図形の計量や図形の証明に用いることができる。


	A

· 円周角の定理とその逆、円に内接する四角形の性質や四角形が円に内接する条件、接弦定理、方べきの定理について説明することができる。



	
	
	
	B

· 円周角の定理とその逆、円に内接する四角形、接弦定理、方べきの定理について関心をもち、作図に取り組もうとする。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。
	B

· 具体的な数値をつかって作図された図形を使い、円周角の定理とその逆、円に内接する四角形の性質と四角形が円に内接する条件、接弦定理、方べきの定理について考察することができる。


	B

· 円周角の定理とその逆、円に内接する四角形、接弦定理、方べきの定理を簡単な図形の計量の問題に用いることができる。

· 例題の数値変えの問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解く事ができる。
	B

· 円周角の定理とその逆、円に内接する四角形の性質や四角形が円に内接する条件、接弦定理、方べきの定理について図示することができる。



	
	
	第４章　命題と論理         [ ５ ]

第１節　命題と論理


	A

· 筋道を立てた考え方の必要性を感じとり、数学的な論証に関心をもち、論理的に説明しようとする。


	A

· 対偶を用いた証明や背理法による証明の方法を考察することができる。

· 必要条件か十分条件であるかを判断できる。


	A

· 背理法による証明ができる。

· 対偶を用いた証明できる。


	A

· 命題に関する基本的な用語や記号を説明することができる。

· ドモルガンの法則を説明できる。

· 背理法について説明することができる。

	
	
	
	B

· 筋道を立てた考え方の必要性を感じとり、数学的な論証に関心をもち、調べようとする。

· 例題の数値変えなどをした問題に対して、例題の解き方を参考にしながら解こうとする。
	B

· 仮定と結論が指摘することができる。

· 命題の真偽について、偽を示す場合には反例をあげればよいことがわかる。


	B

· 仮定と結論が表現できる。

· 反例をあげることができる。

· 逆や対偶を表現できる。


	B

· 命題に関する基本的な用語や記号を、図を使って説明することができる。

· ドモルガンの法則を、図を使って説明できる。




　
６．評価の方法・判定材料など

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	· 授業態度観察より

· ノートやワークシートの記述内容より

· 授業、節や単元終了時の個人追究時に於ける取り組み状況より
	· 発言内容（内容が本質に関わるものか）より

· 質問内容（質問内容が本質に触れているものか）より

· 定期テスト（観点別に問題を作成）より
	· 小テスト（節、単元終了後）より

· 定期テスト（観点別に問題を作成）より
	· 小テスト（節、単元終了後）より

· 定期テスト（観点別に問題を作成）より




数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、事象を数学的に考察し処理する能力を高め、数学的活動を通して創造性の基礎を培うとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを積極的に活用する態度を育てる。





　方程式と不等式、２次関数及び図形と計量について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに、数学的な見方や考え方の良さを認識できるようにする。























　平面図形、集合と論理及び場合の数と確率について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を育てるとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。
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